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  特定非営利活動法人 名古屋レール・アーカイブス       ２０１１年 12月 

 ＮＲＡ ＮＥＷＳ №11 

 

  
  
 
 

第４回ＮＲＡ展示会、今回も成功裡に終了しました 
９月１５日（木）から２１日（水）まで名古屋レール・ 
アーカイブスでは所蔵資料展「定点観測・市電が走った 
街並みは…いま・名古屋の電車風景」を開催しました。 
４回目となる今回は日本路面電車同好会名古屋支部のご 
協力により、全２４組の名古屋市電（一部「瀬戸電」を 
含む）が走っていた昭和 30 年代から 40 年代の街並みと、 
ほぼ同じアングルで撮影した現代の街並みの写真を並べ 
て展示しました。テーマに身近な市電を取り上げたとい 
うこともあって来場された皆さんの多くは、当時と現在 
の風景の対比を興味深く見入っていました。また、現状 
についての情報なども聞かせていただくこともでき、主 
催者としてうれしいことでした。 
今回は名古屋市教育委員会の後援を得ることができまし 
た。中日、毎日、日本経済の各地元版に掲載されたこと 
もあって、1,000 名を超える方が来場されました。なお、 
その際、貴重な写真・資料等を当会にご提供頂いた方が 
おられたことを併せて報告するとともに、この場を借り 
て御礼申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲名古屋の象徴・テレビ塔前を行く市電(昭和 

42年 8月 26 日:野崎昭三撮影）と現在の風景 

▼今年も大勢の観客でにぎわった展示会風景 
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事務局からのお知らせ 

 
１ 2012 年度定期総会のお知らせ 

 2012年度の定期総会を下記のとおり開催します。

ＮＲＡの今後の活動を確認するためにもぜひご参

加ください。議題については別途送付します。 

日 時：2012（平成 24）年１月 22日（日） 

    午後１時３０分～ 

場 所：名古屋市政資料館（東区白壁１丁目３） 

    第３集会室 

      地下鉄「市役所」２番出口を東へ徒歩８ 

     分（下記案内図を参照ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 講演会の開催 

 昨年に続き、2012年度定期総会後、午後３時か

ら白井 昭氏による講演会を開催する予定です。 

詳しくは、決定次第ご連絡します。 

 

３ ご寄贈のお知らせとお礼 

  今期（2011 年 1 月～2011 年 11 月）も大勢の方

から多数の資料(書籍・雑誌・写真・資料・地図等） 
を寄贈して頂きました。厚くお礼申し上げますと

共に、NRA の貴重な財産として保存活用させて頂

きます。 

 

 寄贈者氏名（敬称略） 

  会員外：遠藤秀樹・遠藤友樹・朝倉昭二・金原 

正・古川皓一・三和 康・黒田和彦・

西口幸一・中神通孝・廣田守男・中村

雅春・水野茂生・鈴木幸子・徳江茂・

小川良斎の各氏 

  会 員：梨森武志・西村幸格・山本範和・藤井 

建・稲見眞一・新島清澄・伊東重光・

白井昭・堀幸夫・内山知之の各氏 

 
 また、事務所用に中古エアコンを細江洋三氏よ

りご寄贈頂きました。 

ＮＲＡ・作業日のご案内 

  毎月第１・第３土曜日の午前 10 時から行 
  っています。少しでも時間がありました 
  らご参加ください。できるだけ多くの方の 
  ご参加をお待ちしています。 
 

伊勢参宮回遊列車の会費払い込み証 

                 藤井 建 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
上は、白井大先輩が「一口メモ」に書かれた汽

車大旅行の前年の明治 41 年１月に行われた伊勢

参宮回遊列車の会費払い込み証（大きさは絵葉書

大）である。当時、団体ツアー列車を回遊列車と

称したと思われることは、金谷駅前の記念碑から

も読み取れる。また、この主催が氏の文にもある

静岡民友新聞であることも興味深く感じる。 
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白井 昭の一口メモ 

 
１ 伊良湖砲台鉄道 

伊良湖砲台鉄道は通称であり、ルートや実験設

備も軍秘で、写真も僅かな絵葉書に残るのみで、

今後の調査、発表を期待したい。 
この鉄道は、伊良湖にあった陸軍試射場の鉄道

で、軌間は 600ｍｍと思われる。動力車は見たこ

とはないが、千葉の鉄道連隊のものと同類と思わ

れる。写真は田原図書館所蔵のもの。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 試射場風景 道路上に軌道が敷かれている 

福江方の砲台より発射。伊良湖に着弾した。 
渥美半島西岸の実験区域は立ち入り禁止で、こち

らに通称「七階建て」という観測塔や実験の砲

台本部があった。これらは大正末から昭和初年の

建設と思われ、終戦後廃止された。私は昭和 15
年に見学したが、すでに軍秘扱いであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲ 軌道が敷かれた道路。この奥に 7階建の観測塔が

あった 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 金谷の鉄道防護林近況 
 東海道線金谷駅東南の防護林は、かつては地元

民が野草、山菜、焚きつけ取りに出入りしたが、

今は入会権は残るものの、人の出入りは消え、Ｊ

Ｒ東海は立ち入り禁止の立て札を建てた。 
 
３ 東海のドコービル製ＳＬ 
 最初は明治 27 年頃、大井川の金谷の鉄橋上流の

河川工事（築堤）のためフランスのドコービル社

製のＢタンク（軌間 600ｍｍ）が入った。所管は

内務省で、ＳＬは大井川号と命名され、堤防完成

の明治 36 年、九頭竜川の河川工事に転じ、その後

大正期に九州へ送られた。 
 同類の東郷号は、日露戦争後の明治 40 年頃の国

産コピーであるが、戦中から戦後にかけて穂積の

長良川で働いていた。ドコービルのＳＬの多くは、

戦後、昭和 30 年頃のＤＬやダンプカーの導入まで

働き続け、その丈夫さから日本での功績は大きい。 

 

画
面
右
の
建
物
が
観
測
塔
。
６
段
の
電
柱
は
通
信

 

作画：筆者 
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４ 明治期・金谷の汽車大旅行 

 今から 100 年前 
の明治 42 年、金谷 
を中心とした 600 
人の乗客が、東京、 
長野、碓氷、日光と 
６日間の大旅行を実 
行した。参加者は金 
谷のほか各地から集 
まったが、企画・主 
催は金谷の人たちが 
当たり、金谷空前の 
壮挙と称した。今も金谷駅前に記念の石碑(写真上)
が、八雲神社（金谷の氏神様）拝殿に記念の額が、

図書館に当時の新聞記事が残っている。 
 ・大旅行の流行 

 明治末には、難工事の中央線や碓氷アプト線の

開通など鉄道網の全国普及に国民が喜び、国内は

日露戦勝と経済成長に士気が挙がり、好況の町で

は汽車大旅行が流行した。金谷の緑茶はアメリカ

で大人気を博し、養蚕、絹と並ぶ利益を上げた。 
 ・シーズンを避けて 

大旅行は、お茶の農事シーズンを避け、金谷駅

を明治 42 年２月 28 日に出発、600 人、６日間の

汽車旅行が実行された。 
八雲神社に残る名簿では、乗客は掛川、金谷、

島田と大井川の上下流域の者で、夫婦が多いのも

当時の好況を思わせる。この汽車旅行の企画実行

は金谷の 23 名で、駅前の記念碑に名が残されてい

る。以下、当時の新聞（静岡民友新聞）より記す。 
（原文は候文である） 
 ・10 両編成、花火とともに 

 明治 42 年２月 28 日午後２時、10 両編成の東海

道線列車は、金谷町の見送り人、打ち上げ花火と

ともに華々しく発車した。特別列車には金谷駅長、

医者２名、看護婦、新聞記者なども同行した。 
 大旅行のうち、東海道は複線化していたが、中

央、碓氷、信越、東北線は単線が多く、客車も東

海道はボギー車で、車内で湯も出たが、碓氷線な

どはマッチ箱（単車）、トイレなしも混在した。 
ＳＬも御殿場など勾配線では２両重連の、まさに

大旅行であった。 
 ・長野から日光へ 

 大旅行団は、夜 10 時、新宿にて甲武鉄道(今の

中央線)の夜汽車に乗り換え、翌３月１日朝９時、

諏訪湖の氷を望み、車内で木曽節の名調子を聞く

うちに姥捨を眺め、午後３時 45 分に長野に着いた。 
雪道を善光寺に参り、宿はこたつで快適。長野に

は海を見たことがない人も多かった。 
 ３月２日朝、信越線に乗り、一面の桑畑や雪山

を眺めて軽井沢に至る。天下の碓氷越えは電化以

前で、アプト式ＳＬで山を下り、普通の汽車で夜

10 時、日光着。人力車を連ねて宿に入る。 
 ３月３日桃の節句の日光見物は、外人が多いた

めか、商人が悪質で不快であった。３日夜、日光

発、夜行汽車で上京し、４日は旅行団皆の宿願で

あったお江戸見物を楽しみ、夜行汽車にて３月５

日早朝５時、金谷へ帰着し、無事大旅行を終えた。

この間、歌心のある人は、今のカメラの代りに自

慢の和歌を残している。 
 ・おわりに 

 百年前の早期に、このような大汽車旅行を実現

したのは、企画に当たった金谷の人たちの積極性

を示すもので、以後これに対応する大旅行は、昭

和 45 年の大阪万博に貸切バス 600 台、３万人を

運んだことがある。日本の全盛期で、私も臨時ガ

イドとして何度も大阪へ往復した。 
 明治の大旅行では夜汽車（後の夜行列車）を多

用していたが、今や夜行列車は僅かになってしま

った。 
（追記）本稿は、金谷川越し街道の会に発表した 
    ものを転載したものである。 
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